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第 16 回九州ブロック研修会報告 
熊本赤十字病院 村上 博司 
開催日時：平成 27 年 9 月 5 日（土）～6日（日） 
開催場所：熊本赤十字病院 
第 16 回九州ブロック研修会を平成 27 年 9 月 5 日から 6 日の 2 日間にかけて開催しました。今回は
熊本赤十字病院の担当で、開催場所は当院の研修ホールで行い、参加人数は 11 施設から 49 名の参加
がありました。  
初日は、特別講演 1「救急患者へのアプローチ」～診療放射線技師の役割～を熊本赤十字病院 第二
救急科部長 桑原謙先生に、又、初めての試みといたしまして「救急医療における放射線業務につい
て」のテーマでシンポジウムを開催しました。シンポジウムでは、5 施設の代表の方々と救急医療での
現状や取り組み、勤務体制など活発な話し合いが行われました。その後、当院施設（画像診断治療セ
ンター、救命救急センター）、ドクターヘリを見学しました。  
2 日目は、一般演題としまして 6 演題、特別講演 2「日赤技師会ホームページの活用について」を日
本赤十字社診療放射線技師会 竹安直行理事に大変分かりやすく説明していただきました。2 日間の研
修でしたが救急での業務など各施設との意見交換をする事ができ大変有意義な研修会であったと思い
ます。  
一二三院長挨拶  竹安理事講演 
シンポジウム 
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研修会プログラム 
9 月 5 日（土）1 日目 
12：45 受付開始  
13：15 開会の辞 
熊本赤十字病院 放射線科 技師長 村上 直治 
13：20 院長挨拶 
熊本赤十字病院 院長 一二三 倫郎 
13：25 特別講演 1 
【座長】熊本赤十字病院 村上 直治 
「救急患者へのアプローチ」  ～診療放射線技師の役割～ 
熊本赤十字病院 第二救急科部長 桑原 謙 
14：55 シンポジウム 
「救急医療における放射線業務について」  
【座長】熊本赤十字病院 西小野昭人 
シンポジスト 
福岡赤十字病院 八波 誠一 
大分赤十字病院 櫛野 恭治 
唐津赤十字病院 平田 一英 
長崎原爆病院 近藤 文宏 
熊本赤十字病院 藤井 竜一 
16：15 ブロック代表者会議 (503,504 研修室) 
施設紹介「熊本赤十字病院の紹介」 
熊本赤十字病院 永田 圭吾 
16：40 施設見学(ドクターヘリ・ヘリポート 16:50～)  
19：00 懇親会  
9 月 6 日（日）2 日目 
9：30 2 日目開会挨拶 
9：40 一般演題発表 
【座長】熊本赤十字病院 矢野 祐二 
戸上  諒 
1．「長崎原爆諫早病院放射線科の開院 10 年の推移と考察」 
日本赤十字社長崎原爆諫早病院 大町 繁美 
2．「当院放射線科部内での BLS の取り組み」 
福岡赤十字病院 平山 卓巳 
3．「マンモグラフィ・トモシンセシスの使用経験」 
熊本赤十字病院 中村 沙織 
4．「バイプレーン血管造影装置距離計測におけるアイソセンターキャリブレーションの有用性」 
大分赤十字病院 凍田 淳平 
5．「シーメンス 3T MRI の使用経験」 
熊本赤十字病院 黒木 陽平 
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6．「頭部 MRA における内頚動脈屈曲部アーチファクト低減の試み」 
福岡赤十字病院 木船 智司 
10：50 休憩   
11：00 特別講演 2 
【座長】熊本赤十字病院 増田 弘明 
「日赤技師会ホームページの活用について」 
 日本赤十字社診療放射線技師会 常任理事 竹安 直行 
12：00 閉会の辞 次回担当施設 
 ドクターヘリと記念撮影
閉会後集合写真
